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●はじめに
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●Web APIの活用
●JACi400とのマッシュアップ
●JACi400アプリケーションの可能性

はじめに
　ミガロ．の Web アプリケーション開
発ツールの 1 つである「JACi400」。こ
れは RPG/COBOL といった現有プログ
ラムスキルや DB などの既存資産を生か
して、スムーズな Web アプリケーショ
ン開発を可能にしてくれる製品である。
　2008 年のテクニカルレポートをご覧
いただければ、比較的少ない工数で開発
が可能なことや、開発自体の容易性など、
そのメリットをご理解いただけると思
う。
　しかしながら、実際 JACi400 を手に
して Web 開発をスタートされたお客様
の要望は、その“容易性”という視点に
とどまらない場合が多い。BtoC、BtoB
のやり取りに使用される Web アプリ
ケーションの場合はもちろんだが、社内・
事業所間などで使用される場合にも、

“Web としてのユーザビリティ”という
ものが追求される必要がある。それはお
客様が求められている「Web 化」の中に、
このユーザビリティが前提となっている

という意味である。
　さらに今後は、一般的に「Web2.0」
と呼ばれる、新しい Web 技術を取り入
れたいという要望も増えるであろう。そ
れは、これからの Web ユーザビリティ
を考えると、どうしても Web2.0 の技術
が外せなくなってきているからである。
その際、JACi400 により、どの程度そ
の要望に応えることができるのか、とい
うのは気になるところかと思う。
　本稿は上記のような、現実にある要望
と、これから多くなるであろう要望に対
する回答になればと考えており、考察を
行っていく。
　内容は、参考ソースやサンプル画面の
紹介も交えて「JavaScript の活用」「Web 
API の活用」「JACi400 とのマッシュ
アップ」「JACi400 アプリケーションの
可能性」という 4 つの段階に分けて解説
する。
　結論的には、JACi400 という IBM i 
専用のツールを利用しても、一般的な
Web 技術がへだたりなく利用可能とい
うことをこのレポートで強くお伝えした

い。すでにご使用の方々は、あらためて
JACi400 の可能性にご興味を持ってい
ただければ幸いである。もちろん Web
に精通されている方々なら、JACi400
環境でも自由な Web アプリケーション
開発が実現可能だということをさらに確
信されるだろう。
　
※�本レポートの内容はどちらかというと、JACi400
の応用的な使い方が中心になっている。JACi400
の基本的な使用方法（Web画面とIBM�i�との連携）
については、ここでは詳細に紹介していない。
　�基本的な使用方法は、2008年発行のテクニカル
レポートや、ミガロ．のホームページをぜひご覧
いただきたい。
※�本稿で紹介しているコードは、実行確認をしてい
るものであり、できるだけそのまま使ってもらえ
るように心がけた。環境によっては、カスタマイ
ズが必要な場合があることをご了承いただきた
い。

JACi400環境でマッシュアップ！
―本格的なWeb2.0をJACi400で実現しよう！
これからの Web ユーザビリティを考えると
どうしても Web2.0 の技術が外せない。その際、JACi400 により
どの程度要望に応えることができるか
その回答を考察する。
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JavaScriptの活用
JavaScriptとは

　まず取り上げたいのが「JavaScript」
である。JavaScript は、ブラウザ上で
動く簡易言語と考えていただければよ
い。インターネットが誕生してまもなく
登場し、以前から個人の Web サイトで
も多く使用されているほど、敷居の低い
言語として知られている。
　なぜ、JavaScript を最初に取り上げ
るのかというと、それだけ Web の世界
になくてはならない存在だからである。
役目としては、画面定義する HTML と
データベースに書き込むメインプログラ
ム（RPG/COBOL）の仲介役と言える
だろう。今では「Ajax（エイジャックス）」
という技術が話題になっているが、
JavaScript はその柱になっている。
　さらに心強いことに、JACi400 では
入力文字数の制限・カンマ編集といった
Web で 必 要 と さ れ て い る 基 本 的 な
JavaScript の機能が自動的に提供され
る。そのため、開発者が付け加えるのは、
プラスアルファで組み込みたい機能のみ
となる。
　今回は、実際の Web アプリケーショ
ンで使えそうな、JavaScript の活用例
をいくつか紹介する。一般的な Web サ
イトに接続していることを想像しながら
ご確認いただきたい。

JACi400環境でのJavaScriptの使用

　さて、例をご紹介する前に、JACi400
上で JavaScript を使用するにあたり、
いくつかあるコツをお伝えしておきた
い。
　通常の Web 開発であれば、“HEAD
タグ”内に JavaScript を記述するのが
普通である。JACi400 では、HEAD 部
分は、JACi400 アプリケーションが起
動する際に、自動的に JACi400 の動作
上必要なソースで上書きされる。そのた
め、JavaScript を“BODY タグ”内に
記述することにより、上書きを回避する
必要がある。逆に考えれば、そこだけ気
をつけていれば、JACi400 アプリケーショ
ンでは、通常の Webと同様に JavaScript
を使用することができる。【ソース 1】
　また、よく使うテクニックとして、
JACi400 で使用するフィールドを「隠

しフィールド」にしてしまう手法がある。
テキストフィールドの style 属性に
"display:none;" を指定することで、その
フィールドを見えなくしてしまう。こう
すると、画面からは見えなくても、内部
的には値を持っていることになり、
JavaScript から自由に入出力が可能に
なる。【ソース 2】

わかりやすいメッセージ出力

　簡単な例として、JavaScript を使用
して、“わかりやすいメッセージ出力”
というものについて考え、表現してみた
い。
　例えば、入力画面で入力不備があり、
入力不備のエラーを発生させたいケース
では、通常は、あらかじめ設計者が決め
たメッセージ出力用の場所にメッセージ
が出力される。その際、どんなメッセー
ジを出力しても、常に同じ位置に表示さ
れる。この方法だと、ユーザーとしては、
どの項目が原因でエラーとなっているの
か把握しにくい。
　そこで、JavaScript を使用し、エラー
の原因となっているフィールドの真上に
メッセージが出てくるようにする。この
場合は、隠しフィールドとしてメッセー
ジ内容とメッセージ位置を用意し、エ
ラー時に IBM i からセットするように
する。【図 1】【ソース 3】

【ソース解説】
　JavaScript により、JACi400 から取
得した値を、表示先 HTML 部の SPAN
タグにセットさせる。ここでは、メッセー
ジ 位 置 が NAMEM の 場 合 は 氏 名 の
SPAN タグ、TELM の場合は電話番号
の SPAN タグにメッセージがセットさ
れる。
　なお、SPANタグにはあらかじめ赤色・
太字のフォントが指定してあるので、通
常よりも目立ってわかりやすいと思う。

suggest.jsによる自動補完　　　　
（オートコンプリート）

　最近、検索サイトなどでよく見かける、
文字列の自動補完の機能を導入しよう。
自作しようとすると高度な知識が必要に
なるが、「ライブラリ」と呼ばれる関数
群をうまく使用することにより、シンプ
ルな JavaScript で機能の実現が可能に
なる。

　多くのライブラリはオープンソースに
なっており、ライセンス規約を守れば無
償での利用が可能である。suggest.js は
MIT ライセンスであり、再配布をする
際にはライセンスの表記が必要になる。

（※）【図 2】【ソース 4】

【ソース解説】
　掲載したのは、ライブラリ部分から変
更したところのみにした。今回はミガ
ロ．の製品を選択する形である。
　なお、このぐらいの項目であれば、コ
ンボボックスのほうが使いやすいかもし
れない。
　このライブラリは、外部ファイルの読
み込みも可能であるため、自動補完を有
意義に使用できる場面で利用していただ
きたい。

※ライブラリ提供元：Enjoy*Study
http://www.enjoyxstudy.com/java 
script/suggest/

Flashとの連携

　「Flash」を用いると柔軟な表現が可
能になるため、Web カタログなどで演
出に最適である。
　では、Flash で選択したデータを
JACi400 に送りたい場合、どのように
す れ ば よ い の だ ろ う か。 こ れ も、
JavaScript によって可能になる。Flash
の場合は、Flash 内に「ActionScript」
と呼ばれる（JavaScript によく似てい
る）コードを記述することで、Flash と
JavaScript を連携させる必要がある。

【図 3】【ソース 5】

【ソース解説】
　ActionScript は、Flash.external パッ
ケージのクラスを利用することで、
JavaScript の呼び出しを可能にしてい
る。Flash で 入 力 さ れ た 文 字 列 は、
ActionScript 内で text と定義された変
数として取得できる。これをパラメータ
として、JavaScript を呼び出すのであ
る。JavaScript に渡されたパラメータ
は、alert 関数によりメッセージを出力
している。
　ちなみに、ここでは掲載しないが、
JavaScript から ActionScript を操作す
ることもできる。そのため、IBM i か
ら取得した初期値を、Flash に渡すとい
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う仕組みも可能となる。

PHPプログラムとの連携　　　　　
（ファイルアップロード機能の付加）

　画像ファイルを JACi400 上で扱う場
合、ポイントが 2 つある。まずは、画像
ファイルを Web サーバーに置く。それ
から、IBM i 側でその表示したい画像
のパスを指定する。このような連携を用
いて、JACi400 は画像を表示している。
　照会のみであれば、上記で問題はない。
だが、ユーザーサイドから画像を送りた
い場合は、別の手段を用いて、画像ファ
イルを Web サーバーにアップロードす
る必要がある。このような仕組みは、サー
バーサイドで動作するプログラムによっ
て実現できる。
　いろいろな手段があるが、今回は一般
的な Web において一番敷居が低いと思
われる、オープンソースの PHP を使用
した実現方法を解説する。
　ここでは、PHP Labo が提供するファ
イルのアップロード機能を参考に、画像
ファイルを Web サーバーに転送する。
JACi400 上で使用する際のコツは、こ
の画面をインラインフレームに置くとい
う点である。そうすれば、制御が IBM i 
側に戻らずにファイルをアップロードで
きる。【図 4】【ソース 6】
　なお、PHP や PHP Labo に関しては、
以下の URL を参照のこと。（※）

【ソース解説】
　まず、Web サーバー上に PHP をイン
ストールし、使用できる環境を用意する。
　ここでは、JACi400との連携に向けて、
アップロードしたファイル名を取得する
ために JavaScript を組み込み、親フレー
ムに配置してある JACi400 のフィール
ドへ値を渡している。

※ PHP Labo
http://www.php-labo.net/tutorial/
php/upload.html
　
　以上、JACi400 環境において、Web
アプリケーション作成時に使えそうな
JavaScript の活用例を 4 点挙げた。
　ここでご紹介した内容は応用的ではあ
るが、特別複雑なことを行っているわけ
ではなく、一般的な Web サイトでは多
く導入されている技術である。しかし、

このようなことでも使用感が全く違って
くる。JACi400 アプリケーションを作
成する際にぜひ参考にしてほしい。

Web APIの活用
Web APIとは

　次に取り上げたいのは「Web API」
である。
　「API」とは、Application programming 
interface の略であり、特定の機能を持っ
たプログラムの部品と解説される場合が
多い。利用者はその都度プログラミング
することなく、その機能を利用できる。
API というと OS の機能をプログラムか
ら利用するための窓口というイメージが
あると思うが、Web API は OS 上では
なく Web 上に散在している API であ
る。一般的に「Web サービス」とも呼
ばれる。
　OS やフレームワークが提供するサー
ビスではなく、Web 上のサービスとし
て提供されており、その機能を取り込め
る。つまり、今までローカルのパソコン
ではできなかったさまざまな機能を簡単
に利用できるようになる。
　Web API の代表例としてよく出され
る「Google Maps API」を題材に、簡
単な活用例を説明する。
　Google Maps は、言 わ ず と 知 れ た
Google の地図検索サービスであり、衛
星写真やストリートビューといったサー
ビスで話題になっている。しかし最近は、
他の Web サイト上でも Google Maps
を見かける機会がないだろうか？
　具体的には例えば、グルメサイトから、
出張先でランチに食べるラーメン屋を探
すとする。そこで表示された地図を見て、
縮尺などを操作して印刷する。いつもの
使用感と変わらないなと思っていたら、
地図の左下に「POWERED BY Google」
のロゴが入っていたことに気づく――
実はこれが、Google Maps API を使用
したサイトの例だ。Google 以外のサイ
ト上でも、多くのユーザーが使い慣れて
いる Google Maps を利用できるのであ
る。
　このように Web API を利用すること
で、いままで地図データを自社で用意し
なければいけなかったものが不要になる
だけでなく、その構築工数を省くことが

可能になる。しかも地図の更新等は、
Web サービスの提供元により自動的に
行われる。
　このグルメサイトの地図サービスの例
は、既存の「飲食店検索システム」との
マッシュアップ例とも言える。“マッシュ
アップ（Mashup）”とはマッシュポテ
トをイメージしていただければわかりや
すい。Web API などを掛け合わせて新
しい価値を生み出す、という Web2.0 の
用語である。
　なお、マッシュアップ、JACi400 で
のマッシュアップの実践については、後
半にくわしく説明する。

Web APIが提供する機能と必要な知識

　JACi400 との関係や連携方法を解説
する前に、Web API について、どのよ
うな機能が提供されているのかを確認し
ておこう。また、それを使用する際に必
要な知識を解説する。
　Web API の実例の中で、有名でわか
りやすい例として挙げたいのが「Google 
AJAX API」である。前述した「Google 
Maps API」もこの一部である。また
Google AJAX API は、簡単にグラフ化
を行う「Google Chart API」や任意の
サーバーから RSS フィードを取得する

「Google AJAX Feed API」など、多く
の API を提供している。
　Google 以外にもニュースや天気予報
など、切りがないほどの Web API が公
開されている。しかも、一部有償のもの
もあるが、ほとんどは無償で提供されて
いる。【表 1】
　1 つ 1 つの情報は、ネット検索でその
都度調べれば不便ではない情報ばかりだ
が、これら Web API を組み合わせる

（マッシュアップ）ことにより、新しい
価値を生み出すことができる。つまり、
JACi400 を使用してマッシュアップす
れば、IBM i の資産とつながることが
可能になる。
　これらを実装する際には多くの知識は
必要なく、ハードルはそれほど高くない。
前述したような JavaScript の基礎を理
解していれば、ある程度は扱えるように
なる。もちろん、使用方法は各デベロッ
パーサイトにも載っている。なにより、
これら Web の世界は技術情報が多く
Web 上に存在しているため、信用でき
るサンプルソースが入手できれば、それ
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を参考にして組まれていってもいいだろ
う。一般的な Web の技術情報をそのま
ま JACi400 に応用できることも、HTML
を自由に作成できるという JACi400 の
魅力である。連携も非常にシームレスで
ある。

JACi400環境でのWeb APIの使用　
―JACi400でグラフを表示させる

　JACi400 環境での、Web API のシン
プルな例を 1 つだけ紹介する。活用につ
いては、マッシュアップという形で説明
したいと思うので、ここでは、Web 
API と JACi400 との連携方法を中心に
述べる。
　例えば IBM i 上にある売上情報をビ
ジュアルに把握したい場合、どうしても
グラフを活用したくなる。しかし、
Web 上でグラフを表現する場合、テー
ブルを駆使したり、複雑な JavaScript
を実装したり、そのためだけに Flash
を導入したり、ハードルの高いイメージ
が少なからずある。
　そこで、前述の Google Chart API を
用いてグラフ化を導入してみる。Google 
Chart API は非常にシンプルな構造に
なっていて、「データ」と「フィールド名」
をURLのパラメータとして受け渡せば、
グラフを画像として表示してくれるもの
である。
　なお、この方式を一般的に「REST
方式」と呼び、導入がシンプルでわかり
やすいため、多くの Web API がこの方
法を採用している。

呼び出しURLの例
http://chart.apis.google.com/chart?c
ht=p3&chd=t:60,40&chs=250x100&c
hl=Hello¦World

　例えば、このような URL を実行する
と、自動的に 2 つの項目があるグラフと
して画像を表示させることができる。
　この URL を分解すると以下のように
なる。

① http://chart.apis.google.com/chart?
② cht=p3&
③ chd=t:60,40&
④ chs=250x100&
⑤ chl=Hello¦World

　まず、①とそれ以降に大きく分かれる。
①がグラフを表示する関数（もしくは
API名）で、それ以降はパラメータと思っ
ていただくとわかりやすいかと思う。
　ちなみに、②はグラフの種類、③は項
目の値、④はグラフの大きさ、⑤は項目
の表題にあたる。このようなシンプルな
構造により、動的に URL を作成するだ
けで、動的なグラフ表示が可能になる。
　図 5 は、JACi400 と連携を行ったグ
ラフサンプルだが、ここで記述している
ソース 7 についてはそれほど多くないこ
とに気づくであろう。このソースでは 5
項目固定になっており、動的に増やそう
と思えば、それに応じた JavaScript を
記述して URL を完成させればいい。【図
5】【ソース 7】
　また、ここで 1 つ気をつけていただき
たいことがある。このソース 7 をそのま
ま実行すると、項目名に、例えば全角文
字を指定した際にその文字が欠けてしま
う。これは、多くの Web API が Web
上で主流になりつつある UTF-8 の文字
コードを採用しているためであり、うま
くパラメータの受け渡しができていない
のが原因である。
　Shift_JIS で開発を行っている場合は、
何らかの処置が必要である。一般には、
JavaScript であらかじめ用意されてい
る encodeURIComponent 関数を利用す
ることによって、対処が可能だ。

encodeURIComponent(document.frm.
JS1A.value);

　セットする際に、この encodeURI 
Component 関数を挟んで受け渡すこと
で、文字コードの問題を回避できる。図
5 のような形で、JACi400 上でのグラフ
表示が可能になる。

Web APIを利用する場合の注意点

　今回、非常に便利なサービスとして、
Web API の活用を取り上げた。ここで
念のため、Web API の利用において配
慮が必要な点を 2 つ挙げておきたい。

●利用許諾条件
　利用用途によっては、サービス対象外
のケースとなる。例えば、Google Maps
は一般の Web ユーザーが観覧できない
サイトでなければ使ってはいけない、と

いう規約が存在する。注意してほしい。

●サービスの停止リスク
　第三者から提供されるサービスである
ため、サービスの停止などには留意して
いただきたい。複数の Web API を使用
する場合は 1 つのサービス停止が、シス
テム全体の停止につながらないように工
夫が必要だ。また、これらのサービスを
使用する場合、事前に代替サービスを探
しておくことも必要な対策と言える。

JACi400との
マッシュアップ
例：ミガロ. オリジナルTシャツ注文システム

　今回は、JavaScript や Web API など、
Web アプリケーションのさまざまな仕
組みをご紹介した。せっかくなのでこれ
らの技術を使用し、JACi400 でのマッ
シュアップを実践してみたい。
　今回作成するのは、在庫照会注文シス
テムだ。わかりやすいように「ミガロ．
オリジナル T シャツ注文システム」と
名称をつけ、ユーザーからオリジナル T
シャツの注文をもらうシンプルな仕組み
をWebアプリケーションに作り上げる。

【図 6】【図 7】【図 8】
　これまで紹介した技術、JavaScript、
Web API などをできるだけ多く使用す
るものとする。

①タブ「商品を選ぶ」
　まず、Flash でビジュアルなカラー選
択ボタンを作成した。もし、すでに
Web カタログとして Flash がある場合
は、それをカスタマイズしてもよい。自
社で作成しなくても、この部分が得意な
Web デザイン会社等に依頼するなどと
想定していただければと思う。
　Flash を使用しているので滑らかな表
現が可能になる。ここでカラー選択、個
数指定なども可能になる。人気カラーの
内訳は Google Chart API によるもので
ある。【図 6】

②タブ「画像を合成する」
　Flash 指定が終われば、ページ自体は
変わらずタブを移動する。この機能は
JavaScript によって実現している。
　ユーザーは、PHP の機能によってファ
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図7　

図8　
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イル（ロゴデザインイメージなど）をアッ
プロードし、JavaScript により T シャ
ツとアップロードした画像を組み合わせ
たイメージ（T シャツの完成イメージ）
を確認することができる。【図 7】

③タブ「ご注文内容の確認をする」
　最後に、確認画面に移る。この時点で
はまだ IBM i には情報を渡していない。
今まで入力された情報はすべて隠し
フィールドに存在しているので、その値
を確認情報として出力している。注文確
定の OK ボタンを押して注文を完了さ
せる。
　応用したいツールが Flash であって
も Web API であっても Ajax であって
も、結局はその隠しフィールドに値が入
力される。そこからの処理は JACi400
の通常機能であり、JACi400 だから複
雑なロジックが必要になる、といったこ
とは発生しない。
　なお、ブラウザとしての画面遷移は最
後の 1 回だけになる。そのほかは、タブ
形式で徐々に右に移っていくという視覚
的にわかりやすい流れになっている。 

【図 8】

　実際のアプリケーションでは、このよ
うに各種の技術を必要以上に盛り込むこ
とは実用的とは言えないだろう。とはい
え、今回のプログラムにより、JACi400
環境において、Web2.0 と呼ばれるよう
な先進の技術との連携の可能性が確かめ
られた。

JACi400アプリケーション
の可能性
　今後は、今まで以上に基幹システムと
Web システムが統合していく社会が訪
れる。しかも、それは金融/銀行業やネッ
ト販売業、ネットサービス業といった、
Web システム自体が基幹システムと
なっている業界だけの話ではない、と言
われている。
　これは、多くの企業がこれまで見てき
た「Web ＝情報発信」の常識が変わろ
うとしているということである。情報発
信を超える可能性が Web にはある。
　そんな中、JACi400 というツールに
注目していただくメリットとしては、次
のようなことが考えられる。

・  IBM i のメリットを最大限に生かした
Web アプリケーションの実現

・基幹システムとのシームレスな連動
・開発コスト、運用コストの削減

　そして、本稿で取り上げ、ここまで考
察を加えてきた以下のポイントにより、
JACi400 の利用方法も今後、大幅に広
がっていくと思われる。

・ あらゆる Web ツールとの連携による
可能性

　さいごに、本レポートを執筆して、あ
らためて JACi400 が初級者から上級者
まで扱えるツールだということがわかっ
た。さらに Web 初心者だからこそ、
JACi400 によって、IBM i 上から直接
データを配信し、今までにない新しい価
値を創出することもできる。そういった
ユーザーの方々が増え続けることを願っ
ている。

M

現在の仕事内容（詳細）
JACi400やDelphi/400などの開発経験を経て、現
在はJACi400のサポート業務を担当。
幅広いバックボーンを備えたSEを目指し、日々業
務に邁進中である。今後はさらにCSSやJavaScript、
Ajax、その他Webに関する知識を高めたい。


